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地域の皆さまには、日頃より弊社の事業にご理解とご協力をいただいており、厚く御礼を申しあげます。

近年、「持続可能な社会」「脱炭素社会」の実現に向けた取り組みが進んでおりますが、二酸化炭素の排出量が
少なく環境にやさしい電気炉による弊社の鉄づくりは、社会から注目を集めております。この地で製鉄の事業を始
めて六十有余年、市街地で操業を続ける「都市型製鉄所」として培ってきた環境意識をさらに高め、地域の皆さまと
共に発展し、カーボンニュートラル社会の実現に貢献できる企業を目指してまいります。

今回の広報誌では、コロナ禍により中断していた地域の皆さまとの交流行事の再開の模様などを中心にご紹介
いたします。
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工場見学会・職場体験レポート
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当社では、お取引先や株主だけでなく、近隣住⺠の皆さまにも事業への理解を深めていただくため、⼯場⾒学会などを
実施しております。コロナ感染リスクを踏まえ、ここ数年は休⽌を余儀なくされましたが、⾏動制限の緩和により、2023年よ
り再開しました。この１年間では、以下の皆さま向けの⼯場⾒学会や職場体験を開催しました。

地域住民工場見学会
（2023年12月・2024年3月）

近隣小学校工場見学会
（2023年11月）

近隣中学生職場体験
（2024年1月）

地元高校工場見学会
（2024年3月）

ご参加いただいた皆さまからの声

昔に⽐べると、環境のレベルは随分
向上したなと感じます。

清掃が⾏き届き、安全⾯にも努⼒
されていることが分かりました。

真っ⾚な鋼板を圧延するところを間近で⾒学
でき、鉄への理解が深まりました。

敷地の広さ、⼯場建屋の⼤きさ、防⾳壁の⾼
さに驚きました。

これからも、こうした活動は続けて欲しい。



Ｄ

その他、サステナビリティに関する取り組みをはじめとした
中部鋼鈑の最新情報はWebサイトをご覧ください。

https://www.chubukohan.co.jp/

または

CHUBU KOHAN TOPICS

新電気炉工事中 ～もうすぐ環境にやさしい電気炉が完成します！

現在、環境面に優れた最新鋭の電気炉への更新工事を進めており、今年の秋ごろ完成の予定です。

新しい電気炉は、粉じんや騒音が低減し、省エネで二酸化炭素の排出量削減にも貢献。生産性も向上するなど多くのメ
リットがあります。一段と地域社会や環境に配慮した操業を目指し、新電気炉の稼働に向けた準備を進めています。

・鉄づくりの原料となる鉄スクラップを、アーク放電で
1,600℃まで加熱し溶かします
→この時、多くの電力を使用し騒音が
発生します

・電気炉の蓋を開けて原料となる
鉄スクラップを投入します
→この時、多くの粉じんと騒音が発生します

３月１４日（木）、名古屋テレビ（メ～テレ）「ドデスカ！＋（プラス）」で、
当社が紹介されました。
テレビの取材はあまり慣れておらず、少し緊張しました。

当日の放送内容は、ＱＲコードよりご視聴いただけます。

https://www.youtube.com/watch?v=pnFPJ814DMk

今までの電気炉の特徴 新しい電気炉の特徴

電気炉
（密閉状態）

鉄スクラップ投入

・電気炉の排熱で、鉄スクラップを約400℃まで予熱します
・予熱された鉄スクラップは短時間で溶かすことができます

→ 使用電力はマイナス１５％に

・電気炉が密閉された状態で鉄スクラップが少しずつ
投入されます
→ 粉じん・騒音が１０％～２０％減ります

メ～テレ 「ドデスカ！＋（プラス）」でご紹介いただきました

なつかしの風景

１９７２年、ゴルフ練習場「ＣＫゴルフガーデ
ン」を開設しました。
２００５年の営業終了までの３３年間、多く
の皆さまにご愛顧いただきました。

明徳町で、
「コインランドリーめいとくちょう」を
運営しています。
（レンタル物置も併設）

ご家庭では難しい大物（毛布等）の
洗濯にも、ぜひご活用ください。

コインランドリーのご紹介

搬送コンベア

予熱槽
溶鋼

排熱の流れ


